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平塚サッカー場がリニューアル
　平塚サッカー場が土のグラウンドから人工芝に
生まれ変わりました。新たに夜間照明設備も整備
され、施設利用の時間帯が広がり、稼働率、利便性
の向上が期待されます。
※新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、５月10日（日）までは利用を休止して
　います。なお、状況に応じては、休止期間が延長される場合があります。
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Pick
 Up

657.4億円～～一般会計の予算規模
議案第７号　令和２年度上尾市一般会計予算

「みんなが輝く街、上尾」の実現に向けて

○５つの重点事項を定めた予算を編成

令和２年３月定例会

審議された主な議案
３月定例会で審議した議案は、
市長提出議案37件、議員提出議案
８件の計45件で、このうち40件を
原案のとおり可決・承認・同意し、
５件を否決しました。

AGEO CITY No.１９４令和２年 5 月号 / 議会だより

　昨年の６月定例会に提出された条例案（６月定例会は継続審査、９月定例会は否決）に係る審査状況
や「小敷谷地内フェンスブロック擁壁撤去・新設工事の経緯に関する調査特別委員会」（令和元年 12
月 24日解散）からの再発防止策に係る提言を踏まえ、以下の２点を修正し、追加したもの。

議案第23号　上尾市職員倫理条例の制定について

職員の法令遵守や倫理の保持に関する条例を可決

　不当要求行為などを受けた職員の報告先と
して、特定任期付職員（弁護士）を配置する「コ
ンプライアンス担当部署」を設定。

1 コンプライアンス担当部署への報告
　不当要求行為に限らず、要望、請求、要請
その他名称のいかんを問わず、職員の作為ま
たは不作為を求める一切の行為を受けた場
合、職員は内容を記録し報告する。

2 要望などの記録および報告

※予算特別委員会の審査概要については、6～9ページをご参照ください。

※その他の議案や議決結果については、10・11ページ「令和2年3月定例会提出議案・請願などとその結果」をご参照ください。

　子ども・子育て支援複合施設を整備、コミュニティセンターの大規模改造　他
5 公共施設マネジメントの推進

　全小・中学校の体育館にエアコ
ンを整備、荒川流域に河川監視カ
メラを設置、避難行動要支援者シ
ステムを導入、コンビニエンスス
トアにAEDを設置　他

1 危機管理・防災力のさらなる強化
　民間保育所の新設を
支援、紙おむつ処理の
保護者負担を軽減、ス
クールソーシャルワー
カーを増員　他

2 さらに充実！子育て・教育環境

　障害者の相談体制を充実、
住宅リフォームで商品券を支給
し市民と市内企業を応援　他

3 誰もがいきいき元気なあげお
　AI などによる市民サービス
の向上と業務効率化、ムクドリ
対策　他

4 ますます便利・魅力ある都市へ
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委
員
会
審
査
か
ら

AGEO CITYNo.194令和 2 年 5 月号 /議会だより

総
務
常
任
委
員
会

条例制定
市
長・副
市
長
の

給
料
減
額
条
例
を
審
査

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

条例制定
敬
老
祝
金
の
対
象
者
と

金
額
が
変
更

年齢

贈呈額
（円）

75歳 77歳 88歳 99歳 100歳 101歳～ 最高齢

1万0 01万 1万 3万5万

【改正前】

【改正後】

年齢

贈呈額
（円）

75歳 77歳 88歳 99歳 100歳～

1万5千 2万 3万 5万

令
和
２
年
度
上
尾
市
一
般
会
計
予
算

賛
成
・
公
明
党　
全
小
・
中
学
校
の
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
の
実
現
、
保
護

者
負
担
を
軽
減
す
る
紙
お
む
つ
の
持
ち

帰
り
を
な
く
す
事
業
の
開
始
、
手
話
の

普
及
や
ろ
う
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
取

り
組
み
、Ａ
Ｉ
な
ど
の
導
入
に
よ
り
、
ご

み
の
収
集
日
や
分
別
方
法
な
ど
が
ア
プ

リ
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、

市
民
に
と
っ
て
期
待
の
持
て
る
内
容
と

な
っ
て
お
り
賛
成
す
る
。

反
対
・
無
会
派（
秋
山
）　
工
事
請
負
費
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
予
算
が

妥
当
と
判
断
で
き
る
資
料
が
提
出
さ
れ

な
い
、
西
上
尾
第
一
お
よ
び
第
二
保
育

所
の
移
転
・
統
合
な
ど
の
予
算
が
含
ま

れ
て
い
る
、
全
小
・
中
学
校
の
体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
に
つ
い
て
は
、
本

当
に
避
難
所
に
必
要
な
の
は
何
か
を
検

討
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
な
ど
か
ら
反

対
す
る
。

反
対
・
共
産
党　
使
用
料
お
よ
び
手
数
料

の
値
上
げ
、
自
衛
官
募
集
を
市
が
積
極

的
に
行
う
こ
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
す
る
事
業
、
市
民
に
有
事
を

あ
お
る
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
、
敬
老
祝
金
の
削

減
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
複
合
施
設

整
備
に
伴
う
保
育
所
の
統
合
、
同
和
関

連
事
業
、
学
校
も
教
師
も
生
徒
も
競
争

に
追
い
立
て
ら
れ
る
市
独
自
で
行
っ
て

い
る
学
力
テ
ス
ト
に
反
対
す
る
。

令
和
２
年
度
上
尾
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

反
対
・
共
産
党　
賦
課
限
度
額
の
基
礎
課

税
額
の
医
療
分
が
３
万
円
引
き
上
げ
ら

れ
た
。
こ
の
引
き
上
げ
で
４
３
５
世
帯

が
負
担
増
と
な
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

令
和
２
年
度
上
尾
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

反
対
・
共
産
党　
令
和
２
年
度
か
ら
８
割

軽
減
だ
っ
た
人
が
７
割
に
、
８
・
５
割

軽
減
だ
っ
た
人
が
７
・
75
割
に
引
き
下

げ
ら
れ
、
軽
減
率
の
引
き
下
げ
に
よ
っ

て
多
く
の
人
が
影
響
を
受
け
、
保
険
料

が
引
き
上
げ
と
な
る
。
高
齢
者
の
負
担

増
と
な
る
予
算
で
あ
る
こ
と
か
ら
反
対

す
る
。

市
長
の
給
料
及
び
副
市
長
の
給
料
の
減

額
支
給
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て反
対
・
無
会
派（
津
田
）　
市
長
・
議
長
の

ダ
ブ
ル
逮
捕
以
降
、
そ
の
後
の
上
尾
市

政
が
立
ち
直
ろ
う
と
し
て
い
た
矢
先
に

起
き
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
疑
惑
に
よ
り
、
市

民
の
市
政
へ
の
落
胆
は
計
り
知
れ
な
い

も
の
が
あ
る
。
今
後
の
行
政
へ
の
信
頼

回
復
に
対
し
て
の
決
意
を
身
を
切
る
こ

と
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
が
、
本
議
案
の

趣
旨
で
あ
る
と
考
え
る
。
内
容
の
再
考

を
求
め
反
対
す
る
。

上
尾
市
敬
老
祝
金
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

反
対
・
共
産
党　
少
な
い
年
金
で
暮
ら
す

高
齢
者
の
さ
さ
や
か
な
楽
し
み
を
冷
た

く
削
っ
た
。
市
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
推
進
し
て
い
る
が
、
民
生
委

員
が
高
齢
者
に
お
祝
い
金
を
届
け
て
お

り
、
地
域
で
つ
く
っ
て
き
て
い
る
安
心

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
も
減
少
さ
せ
る

こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

反
対
・
無
会
派（
津
田
）　
平
塚
サ
ッ
カ
ー

場
改
修
工
事
に
お
け
る
助
成
金
の
獲
得

は
必
ず
達
成
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
お

り
、
専
決
処
分
を
す
る
こ
と
は
あ
る
程

度
や
む
を
得
な
い
と
思
う
。
し
か
し
今

回
は
、
事
前
調
査
お
よ
び
見
積
り
依
頼

の
漏
れ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後

の
専
決
処
分
を
議
会
と
の
情
報
共
有
を

密
に
し
な
が
ら
適
切
に
行
っ
て
ほ
し
い

こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

賛
成
・
無
会
派（
小
川
）　

当
初
予
算
は
可

決
し
た
が
、
市
長
お
よ
び
副
市
長
の
給

料
の
減
額
条
例
は
否
決
さ
れ
た
。
こ
の

よ
う
な
大
変
な
状
況
で
あ
る
が
、
今
回

市
長
が
上
程
し
た
副
市
長
の
、
市
長
の

補
佐
役
と
し
て
の
活
躍
ぶ
り
と
、
今
後
、

市
長
が
ど
の
よ
う
に
先
頭
に
立
っ
て
市

政
運
営
に
当
た
っ
て
い
く
の
か
に
つ
い

て
期
待
を
し
賛
成
す
る
。

事
務
区
長
制
度
廃
止
に
伴
う
広
報
等
の

答　
購
入
引
換
券
の
交
付
申
請
を
し
た

方
は
７
５
７
７
人
で
、
申
請
率
は
約
30

％
で
あ
る
。

委
員　
申
請
率
が
低
い
が
、
全
国
的
に

そ
の
よ
う
な
傾
向
な
の
か
。

答　
近
隣
や
本
市
と
同
規
模
の
自
治
体

な
ど
に
１
月
末
時
点
で
調
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
高
い
と
こ
ろ
で
は
越
谷
市
が

42
％
、
低
い
と
こ
ろ
で
伊
奈
町
が
28
・

７
％
で
あ
っ
た
。
な
お
、
全
国
的
に
も

30
か
ら
40
％
ぐ
ら
い
で
推
移
し
て
い
る

状
況
の
よ
う
で
あ
る
。

〈
メ
モ
〉
令
和
２
年
度
は
東
小
学
校
に

災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
設
置
す

る
も
の
。

委
員　
災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を

〈
メ
モ
〉
当
初
の
販
売
見
込
み
を
下
回

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
た
た
め
、
減
額
計

上
を
す
る
も
の
。

委
員　
５
億
円
近
い
減
額
計
上
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

答　
国
か
ら
示
さ
れ
る
当
該
事
業
の
制

度
に
つ
い
て
、
当
初
、
未
確
定
な
部
分

が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
対
象
者
を
多

め
に
想
定
し
積
算
し
た
。
そ
の
後
、
対

象
者
を
抽
出
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

完
了
し
、
７
月
に
実
際
の
デ
ー
タ
を
取

り
込
ん
で
抽
出
し
た
と
こ
ろ
、
対
象
人

数
が
大
幅
に
減
少
し
た
。

委
員　
住
民
税
が
非
課
税
の
対
象
者
約

２
万
５
０
０
０
人
の
う
ち
、
ど
の
く
ら

い
の
方
が
申
請
を
し
た
の
か
。　

東
小
学
校
に
設
置
す
る
と
い
う
計
画
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
市
内
何

カ
所
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

答　
災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
公
共
下
水
道
区
域
全

体
で
35
カ
所
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
う

ち
今
年
度
末
ま
で
に
完
成
す
る
の
が
19

カ
所
と
な
る
。

委
員　
災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
に

つ
い
て
は
、
市
長
も
防
災
、
減
災
に
非

常
に
力
が
入
っ
て
い
る
中
で
、
公
共
下

水
道
の
担
当
部
署
が
そ
れ
を
ア
ピ
ー
ル

し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答　
こ
れ
ま
で
整
備
に
力
を
入
れ
て
き

て
お
り
、
県
内
で
も
か
な
り
上
位
の
設

置
状
況
で
あ
る
。
今
後
は
よ
り
一
層
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

平
成
31
年
度
上
尾
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）

反
対
・
共
産
党　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
は
、
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
１
人
１
台

の
端
末
が
子
ど
も
と
教
育
に
及
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て
の
研
究
や
検
証
が
十
分
行

わ
れ
て
い
な
い
中
で
、
拙
速
に
導
入
を

強
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
反
対

す
る
。
児
童
生
徒
の
フ
ッ
化
物
洗
口
は
、

安
全
管
理
上
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
反

対
す
る
。

た
の
か
。
ま
た
、
そ
の
協
議
過
程
の
中

に
市
長
本
人
は
い
た
の
か
。

答　
百
条
委
員
会
の
結
果
を
踏
ま
え
、

再
度
、
市
長
、
副
市
長
と
協
議
を
行
い

結
論
を
出
し
、
条
例
案
を
提
出
し
た
。

委
員　
百
条
委
員
会
で
は
、
会
食
を
行

っ
た
会
場
と
支
払
い
の
件
に
つ
い
て
、

他
の
証
人
か
ら
得
ら
れ
た
事
実
と
同
じ

質
問
を
し
た
が
、
市
長
は
証
言
拒
否
を

し
た
。
そ
の
事
に
つ
い
て
も
新
た
な
事

実
は
な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
た
と
い

う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
か
。

答　
証
言
拒
否
に
つ
い
て
は
、
提
出
し

た
記
録
の
う
ち
個
人
を
特
定
で
き
る
恐

れ
が
あ
る
部
分
は
非
公
開
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
百
条
委

員
会
の
設
置
目
的
外
で
あ
る
た
め
、
回

答
を
控
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以

上
の
こ
と
か
ら
証
言
拒
否
は
管
理
監
督

責
任
と
別
と
考
え
て
い
る
。

市
長
の
給
料
及
び
副
市
長
の
給
料
の

減
額
支
給
に
関
す
る
条
例
は
否
決

　
本
条
例
案
に
つ
い
て
は
、
委
員
（
共

産
党
）
か
ら
市
長
の
給
料
の
減
額
期
間

を
、
３
カ
月
か
ら
12
カ
月
に
改
め
る
内

容
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
修
正

案
が
否
決
さ
れ
た
後
に
、
原
案
に
つ
い

て
採
決
し
た
結
果
、
本
条
例
案
は
賛
成

少
数
に
よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

本
会
議
で
も
同
様
の
修
正
案
（
提
出
者
：

総
務
、
都
市
整
備
消
防
、
文
教
経
済
、

健
康
福
祉
の
各
常
任
委
員
会
は
、
付
託

さ
れ
た
議
案
な
ど
を
審
査
し
ま
し
た
。

以
下
、
審
査
の
過
程
で
出
さ
れ
た
主
な

質
疑
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
メ
モ
〉
小
敷
谷
地
内
フ
ェ
ン
ス
ブ
ロ

ッ
ク
擁
壁
撤
去
・
新
設
工
事
に
お
け
る

不
適
正
な
事
務
執
行
の
管
理
監
督
責
任

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
市
長
は
３
カ

月
間
、
副
市
長
は
２
カ
月
間
の
給
料
を

そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
分
の
10
相
当
減
額
す

る
も
の
。
な
お
、
本
条
例
案
は
昨
年
の

９
月
定
例
会
で
も
提
案
さ
れ
た
が
否
決

と
な
っ
て
い
る
。

委
員　
昨
年
の
９
月
定
例
会
と
同
じ
内

容
で
提
案
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
に
は

百
条
委
員
会
や
監
査
請
求
な
ど
も
あ
っ

た
が
、
な
ぜ
ま
た
同
じ
内
容
な
の
か
。

答　
百
条
委
員
会
の
結
果
を
踏
ま
え
、

新
た
な
事
実
が
出
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

再
度
条
例
案
を
提
出
し
た
。

委
員　
新
た
な
事
実
が
な
い
と
認
定
す

る
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
な
協
議
を
行
っ

共
産
党
所
属
議
員
５
人
）
が
提
出
さ
れ
、

採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

※

本
会
議
の
採
決
状
況
は
11
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

〈
メ
モ
〉
敬
老
祝
金
を
贈
呈
す
る
対
象

者
と
敬
老
祝
金
の
額
を
改
め
る
も
の
。

委
員　
75
歳
を
ゼ
ロ
円
と
し
た
理
由
は
。

答　

75
歳
の
方
は
、
対
象
と
な
る
年
齢

で
は
一
番
若
い
の
で
、
非
常
に
対
象
者

が
多
く
、
今
後
も
増
え
て
い
く
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
75
歳
と
77
歳
の

対
象
が
近
い
こ
と
か
ら
外
す
こ
と
と
な

っ
た
。

委
員　
改
正
前
と
改
正
後
の
金
額
は
ど

の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

答　
総
額
で
、
改
正
前
は
６
１
１
６
万

円
、
改
正
後
は
４
１
８
５
万
円
と
な
る
。

な
お
、
対
象
者
は
改
正
前
の
６
５
９
４

人
か
ら
改
正
後
は
４
０
４
１
人
と
な
り
、

２
５
５
３
人
の
減
少
を
見
込
ん
で
い
る
。

委
員　
敬
老
祝
金
を
贈
呈
す
る
目
的
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
き
た
高
齢
者
を
敬
う

と
い
う
の
が
一
番
の
目
的
だ
と
考
え
て

い
る
。

委
員　
対
象
者
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
声

や
意
見
が
あ
る
の
か
。

答　
非
常
に
喜
ば
れ
て
い
る
一
面
も
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
事
業
は
も
う
や
め

た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意

見
も
あ
る
。

委
員　
県
内
の
他
市
な
ど
は
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
自
治
体
に
よ
っ
て
、
対
象
と
な
る

年
齢
や
贈
呈
額
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

な
お
、
商
品
券
と
い
う
形
で
贈
呈
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

事
業
を
廃
止
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

配
布
を
自
治
会
に
委
託
す
る
こ
と
を
求

め
る
請
願

反
対
・
彩
の
会　
請
願
の
内
容
は
、
約
１

年
前
か
ら
、
区
長
会
で
の
度
重
な
る
会

議
を
経
て
、
念
入
り
に
協
議
を
重
ね
結

論
が
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

出
さ
れ
た
結
論
を
、
こ
の
よ
う
に
請
願

の
形
で
市
議
会
が
関
与
す
る
こ
と
に
つ

い
て
疑
問
で
あ
る
。
多
く
の
区
長
が
協

議
し
て
き
た
経
緯
を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ

の
決
定
事
項
に
つ
い
て
は
尊
重
す
べ
き

も
の
と
考
え
反
対
す
る
。
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都
市
整
備
消
防
常
任
委
員
会

当初予算
災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

を
東
小
学
校
に
設
置

文
教
経
済
常
任
委
員
会

補正予算
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

事
業
交
付
金
を
減
額

AGEO CITY No.194令和 2 年 5 月号 / 議会だより

討 

論

人事案件に同意

■公平委員会委員に 
　大井川　茂氏

おおいがわ しげる

　公平委員会委員・関根章
正氏の任期は令和２年３月
31日で満了となるため、後任
として大井川茂氏を選任す
ることに同意を求められ、
全会一致で同意しました。

■副市長に 

　石川　稔氏
いしかわ みのる

　副市長・松澤純一氏から令
和２年３月31日限りで副市長
を辞職する旨の申出があった
ため、後任として石川稔氏を
選任することに同意を求めら
れ、全会一致で同意しまし
た。

令
和
２
年
度
上
尾
市
一
般
会
計
予
算

賛
成
・
公
明
党　
全
小
・
中
学
校
の
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
の
実
現
、
保
護

者
負
担
を
軽
減
す
る
紙
お
む
つ
の
持
ち

帰
り
を
な
く
す
事
業
の
開
始
、
手
話
の

普
及
や
ろ
う
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
取

り
組
み
、Ａ
Ｉ
な
ど
の
導
入
に
よ
り
、
ご

み
の
収
集
日
や
分
別
方
法
な
ど
が
ア
プ

リ
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、

市
民
に
と
っ
て
期
待
の
持
て
る
内
容
と

な
っ
て
お
り
賛
成
す
る
。

反
対
・
無
会
派（
秋
山
）　
工
事
請
負
費
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
予
算
が

妥
当
と
判
断
で
き
る
資
料
が
提
出
さ
れ

な
い
、
西
上
尾
第
一
お
よ
び
第
二
保
育

所
の
移
転
・
統
合
な
ど
の
予
算
が
含
ま

れ
て
い
る
、
全
小
・
中
学
校
の
体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
に
つ
い
て
は
、
本

当
に
避
難
所
に
必
要
な
の
は
何
か
を
検

討
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
な
ど
か
ら
反

対
す
る
。

反
対
・
共
産
党　
使
用
料
お
よ
び
手
数
料

の
値
上
げ
、
自
衛
官
募
集
を
市
が
積
極

的
に
行
う
こ
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
す
る
事
業
、
市
民
に
有
事
を

あ
お
る
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
、
敬
老
祝
金
の
削

減
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
複
合
施
設

整
備
に
伴
う
保
育
所
の
統
合
、
同
和
関

連
事
業
、
学
校
も
教
師
も
生
徒
も
競
争

に
追
い
立
て
ら
れ
る
市
独
自
で
行
っ
て

い
る
学
力
テ
ス
ト
に
反
対
す
る
。

令
和
２
年
度
上
尾
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

反
対
・
共
産
党　
賦
課
限
度
額
の
基
礎
課

税
額
の
医
療
分
が
３
万
円
引
き
上
げ
ら

れ
た
。
こ
の
引
き
上
げ
で
４
３
５
世
帯

が
負
担
増
と
な
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

令
和
２
年
度
上
尾
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

反
対
・
共
産
党　
令
和
２
年
度
か
ら
８
割

軽
減
だ
っ
た
人
が
７
割
に
、
８
・
５
割

軽
減
だ
っ
た
人
が
７
・
75
割
に
引
き
下

げ
ら
れ
、
軽
減
率
の
引
き
下
げ
に
よ
っ

て
多
く
の
人
が
影
響
を
受
け
、
保
険
料

が
引
き
上
げ
と
な
る
。
高
齢
者
の
負
担

増
と
な
る
予
算
で
あ
る
こ
と
か
ら
反
対

す
る
。

市
長
の
給
料
及
び
副
市
長
の
給
料
の
減

額
支
給
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て反
対
・
無
会
派（
津
田
）　
市
長
・
議
長
の

ダ
ブ
ル
逮
捕
以
降
、
そ
の
後
の
上
尾
市

政
が
立
ち
直
ろ
う
と
し
て
い
た
矢
先
に

起
き
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
疑
惑
に
よ
り
、
市

民
の
市
政
へ
の
落
胆
は
計
り
知
れ
な
い

も
の
が
あ
る
。
今
後
の
行
政
へ
の
信
頼

回
復
に
対
し
て
の
決
意
を
身
を
切
る
こ

と
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
が
、
本
議
案
の

趣
旨
で
あ
る
と
考
え
る
。
内
容
の
再
考

を
求
め
反
対
す
る
。

上
尾
市
敬
老
祝
金
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

反
対
・
共
産
党　
少
な
い
年
金
で
暮
ら
す

高
齢
者
の
さ
さ
や
か
な
楽
し
み
を
冷
た

く
削
っ
た
。
市
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
推
進
し
て
い
る
が
、
民
生
委

員
が
高
齢
者
に
お
祝
い
金
を
届
け
て
お

り
、
地
域
で
つ
く
っ
て
き
て
い
る
安
心

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
も
減
少
さ
せ
る

こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

反
対
・
無
会
派（
津
田
）　
平
塚
サ
ッ
カ
ー

場
改
修
工
事
に
お
け
る
助
成
金
の
獲
得

は
必
ず
達
成
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
お

り
、
専
決
処
分
を
す
る
こ
と
は
あ
る
程

度
や
む
を
得
な
い
と
思
う
。
し
か
し
今

回
は
、
事
前
調
査
お
よ
び
見
積
り
依
頼

の
漏
れ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後

の
専
決
処
分
を
議
会
と
の
情
報
共
有
を

密
に
し
な
が
ら
適
切
に
行
っ
て
ほ
し
い

こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

賛
成
・
無
会
派（
小
川
）　

当
初
予
算
は
可

決
し
た
が
、
市
長
お
よ
び
副
市
長
の
給

料
の
減
額
条
例
は
否
決
さ
れ
た
。
こ
の

よ
う
な
大
変
な
状
況
で
あ
る
が
、
今
回

市
長
が
上
程
し
た
副
市
長
の
、
市
長
の

補
佐
役
と
し
て
の
活
躍
ぶ
り
と
、
今
後
、

市
長
が
ど
の
よ
う
に
先
頭
に
立
っ
て
市

政
運
営
に
当
た
っ
て
い
く
の
か
に
つ
い

て
期
待
を
し
賛
成
す
る
。

事
務
区
長
制
度
廃
止
に
伴
う
広
報
等
の

答　
購
入
引
換
券
の
交
付
申
請
を
し
た

方
は
７
５
７
７
人
で
、
申
請
率
は
約
30

％
で
あ
る
。

委
員　
申
請
率
が
低
い
が
、
全
国
的
に

そ
の
よ
う
な
傾
向
な
の
か
。

答　
近
隣
や
本
市
と
同
規
模
の
自
治
体

な
ど
に
１
月
末
時
点
で
調
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
高
い
と
こ
ろ
で
は
越
谷
市
が

42
％
、
低
い
と
こ
ろ
で
伊
奈
町
が
28
・

７
％
で
あ
っ
た
。
な
お
、
全
国
的
に
も

30
か
ら
40
％
ぐ
ら
い
で
推
移
し
て
い
る

状
況
の
よ
う
で
あ
る
。

〈
メ
モ
〉
令
和
２
年
度
は
東
小
学
校
に

災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
設
置
す

る
も
の
。

委
員　
災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を

〈
メ
モ
〉
当
初
の
販
売
見
込
み
を
下
回

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
た
た
め
、
減
額
計

上
を
す
る
も
の
。

委
員　
５
億
円
近
い
減
額
計
上
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

答　
国
か
ら
示
さ
れ
る
当
該
事
業
の
制

度
に
つ
い
て
、
当
初
、
未
確
定
な
部
分

が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
対
象
者
を
多

め
に
想
定
し
積
算
し
た
。
そ
の
後
、
対

象
者
を
抽
出
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

完
了
し
、
７
月
に
実
際
の
デ
ー
タ
を
取

り
込
ん
で
抽
出
し
た
と
こ
ろ
、
対
象
人

数
が
大
幅
に
減
少
し
た
。

委
員　
住
民
税
が
非
課
税
の
対
象
者
約

２
万
５
０
０
０
人
の
う
ち
、
ど
の
く
ら

い
の
方
が
申
請
を
し
た
の
か
。　

東
小
学
校
に
設
置
す
る
と
い
う
計
画
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
市
内
何

カ
所
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

答　
災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
公
共
下
水
道
区
域
全

体
で
35
カ
所
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
う

ち
今
年
度
末
ま
で
に
完
成
す
る
の
が
19

カ
所
と
な
る
。

委
員　
災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
に

つ
い
て
は
、
市
長
も
防
災
、
減
災
に
非

常
に
力
が
入
っ
て
い
る
中
で
、
公
共
下

水
道
の
担
当
部
署
が
そ
れ
を
ア
ピ
ー
ル

し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答　
こ
れ
ま
で
整
備
に
力
を
入
れ
て
き

て
お
り
、
県
内
で
も
か
な
り
上
位
の
設

置
状
況
で
あ
る
。
今
後
は
よ
り
一
層
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

平
成
31
年
度
上
尾
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）

反
対
・
共
産
党　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
は
、
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
１
人
１
台

の
端
末
が
子
ど
も
と
教
育
に
及
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て
の
研
究
や
検
証
が
十
分
行

わ
れ
て
い
な
い
中
で
、
拙
速
に
導
入
を

強
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
反
対

す
る
。
児
童
生
徒
の
フ
ッ
化
物
洗
口
は
、

安
全
管
理
上
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
反

対
す
る
。

た
の
か
。
ま
た
、
そ
の
協
議
過
程
の
中

に
市
長
本
人
は
い
た
の
か
。

答　
百
条
委
員
会
の
結
果
を
踏
ま
え
、

再
度
、
市
長
、
副
市
長
と
協
議
を
行
い

結
論
を
出
し
、
条
例
案
を
提
出
し
た
。

委
員　
百
条
委
員
会
で
は
、
会
食
を
行

っ
た
会
場
と
支
払
い
の
件
に
つ
い
て
、

他
の
証
人
か
ら
得
ら
れ
た
事
実
と
同
じ

質
問
を
し
た
が
、
市
長
は
証
言
拒
否
を

し
た
。
そ
の
事
に
つ
い
て
も
新
た
な
事

実
は
な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
た
と
い

う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
か
。

答　
証
言
拒
否
に
つ
い
て
は
、
提
出
し

た
記
録
の
う
ち
個
人
を
特
定
で
き
る
恐

れ
が
あ
る
部
分
は
非
公
開
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
百
条
委

員
会
の
設
置
目
的
外
で
あ
る
た
め
、
回

答
を
控
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以

上
の
こ
と
か
ら
証
言
拒
否
は
管
理
監
督

責
任
と
別
と
考
え
て
い
る
。

市
長
の
給
料
及
び
副
市
長
の
給
料
の

減
額
支
給
に
関
す
る
条
例
は
否
決

　
本
条
例
案
に
つ
い
て
は
、
委
員
（
共

産
党
）
か
ら
市
長
の
給
料
の
減
額
期
間

を
、
３
カ
月
か
ら
12
カ
月
に
改
め
る
内

容
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
修
正

案
が
否
決
さ
れ
た
後
に
、
原
案
に
つ
い

て
採
決
し
た
結
果
、
本
条
例
案
は
賛
成

少
数
に
よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

本
会
議
で
も
同
様
の
修
正
案
（
提
出
者
：

総
務
、
都
市
整
備
消
防
、
文
教
経
済
、

健
康
福
祉
の
各
常
任
委
員
会
は
、
付
託

さ
れ
た
議
案
な
ど
を
審
査
し
ま
し
た
。

以
下
、
審
査
の
過
程
で
出
さ
れ
た
主
な

質
疑
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
メ
モ
〉
小
敷
谷
地
内
フ
ェ
ン
ス
ブ
ロ

ッ
ク
擁
壁
撤
去
・
新
設
工
事
に
お
け
る

不
適
正
な
事
務
執
行
の
管
理
監
督
責
任

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
市
長
は
３
カ

月
間
、
副
市
長
は
２
カ
月
間
の
給
料
を

そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
分
の
10
相
当
減
額
す

る
も
の
。
な
お
、
本
条
例
案
は
昨
年
の

９
月
定
例
会
で
も
提
案
さ
れ
た
が
否
決

と
な
っ
て
い
る
。

委
員　
昨
年
の
９
月
定
例
会
と
同
じ
内

容
で
提
案
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
に
は

百
条
委
員
会
や
監
査
請
求
な
ど
も
あ
っ

た
が
、
な
ぜ
ま
た
同
じ
内
容
な
の
か
。

答　
百
条
委
員
会
の
結
果
を
踏
ま
え
、

新
た
な
事
実
が
出
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

再
度
条
例
案
を
提
出
し
た
。

委
員　
新
た
な
事
実
が
な
い
と
認
定
す

る
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
な
協
議
を
行
っ

共
産
党
所
属
議
員
５
人
）
が
提
出
さ
れ
、

採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

※

本
会
議
の
採
決
状
況
は
11
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

〈
メ
モ
〉
敬
老
祝
金
を
贈
呈
す
る
対
象

者
と
敬
老
祝
金
の
額
を
改
め
る
も
の
。

委
員　
75
歳
を
ゼ
ロ
円
と
し
た
理
由
は
。

答　

75
歳
の
方
は
、
対
象
と
な
る
年
齢

で
は
一
番
若
い
の
で
、
非
常
に
対
象
者

が
多
く
、
今
後
も
増
え
て
い
く
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
75
歳
と
77
歳
の

対
象
が
近
い
こ
と
か
ら
外
す
こ
と
と
な

っ
た
。

委
員　
改
正
前
と
改
正
後
の
金
額
は
ど

の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

答　
総
額
で
、
改
正
前
は
６
１
１
６
万

円
、
改
正
後
は
４
１
８
５
万
円
と
な
る
。

な
お
、
対
象
者
は
改
正
前
の
６
５
９
４

人
か
ら
改
正
後
は
４
０
４
１
人
と
な
り
、

２
５
５
３
人
の
減
少
を
見
込
ん
で
い
る
。

委
員　
敬
老
祝
金
を
贈
呈
す
る
目
的
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
き
た
高
齢
者
を
敬
う

と
い
う
の
が
一
番
の
目
的
だ
と
考
え
て

い
る
。

委
員　
対
象
者
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
声

や
意
見
が
あ
る
の
か
。

答　
非
常
に
喜
ば
れ
て
い
る
一
面
も
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
事
業
は
も
う
や
め

た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意

見
も
あ
る
。

委
員　
県
内
の
他
市
な
ど
は
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
自
治
体
に
よ
っ
て
、
対
象
と
な
る

年
齢
や
贈
呈
額
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

な
お
、
商
品
券
と
い
う
形
で
贈
呈
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

事
業
を
廃
止
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

配
布
を
自
治
会
に
委
託
す
る
こ
と
を
求

め
る
請
願

反
対
・
彩
の
会　
請
願
の
内
容
は
、
約
１

年
前
か
ら
、
区
長
会
で
の
度
重
な
る
会

議
を
経
て
、
念
入
り
に
協
議
を
重
ね
結

論
が
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

出
さ
れ
た
結
論
を
、
こ
の
よ
う
に
請
願

の
形
で
市
議
会
が
関
与
す
る
こ
と
に
つ

い
て
疑
問
で
あ
る
。
多
く
の
区
長
が
協

議
し
て
き
た
経
緯
を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ

の
決
定
事
項
に
つ
い
て
は
尊
重
す
べ
き

も
の
と
考
え
反
対
す
る
。
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３月定例会で文教経済常任委員会から、「議案第32号　専決処
分の承認を求めることについて」に対する附帯決議案が提出さ
れ、賛成多数で可決されました。

附帯決議を賛成多数で可決

　　 附帯決議とは
　議案の議決に当たって付け加
えられる、議会としての意見また
は要望など議会の意思を示すも
の。 法的な拘束力はない。

　　専決処分とは
　緊急を要する条例・予算などの
議案について、市長が議会を招集
する時間的余裕がない場合に、市
長が議会に代わって処理を行う
こと。 この場合、次の議会に報告
し承認を求める必要がある。

　平塚サッカー場改修工事請負
　契約の一部変更について

１　工事請負契約の締結、発注に当たっ
ては、事前調査、設計の作成や工期の設定
において、中身を十分に精査して契約を行
うとともに、工事内容の安易な変更は行わ
ないように努めること。

２　議会の承認が必要な工事請負契約の
変更については、変更が生じることが明ら
かになった時点で、速やかに議会への説明
を行うとともに、安易に専決処分を行うこ
とがないように最善を尽くすこと。 

令
和
２
年
度
上
尾
市
一
般
会
計
予
算

賛
成
・
公
明
党　
全
小
・
中
学
校
の
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
の
実
現
、
保
護

者
負
担
を
軽
減
す
る
紙
お
む
つ
の
持
ち

帰
り
を
な
く
す
事
業
の
開
始
、
手
話
の

普
及
や
ろ
う
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
取

り
組
み
、Ａ
Ｉ
な
ど
の
導
入
に
よ
り
、
ご

み
の
収
集
日
や
分
別
方
法
な
ど
が
ア
プ

リ
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、

市
民
に
と
っ
て
期
待
の
持
て
る
内
容
と

な
っ
て
お
り
賛
成
す
る
。

反
対
・
無
会
派（
秋
山
）　
工
事
請
負
費
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
予
算
が

妥
当
と
判
断
で
き
る
資
料
が
提
出
さ
れ

な
い
、
西
上
尾
第
一
お
よ
び
第
二
保
育

所
の
移
転
・
統
合
な
ど
の
予
算
が
含
ま

れ
て
い
る
、
全
小
・
中
学
校
の
体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
に
つ
い
て
は
、
本

当
に
避
難
所
に
必
要
な
の
は
何
か
を
検

討
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
な
ど
か
ら
反

対
す
る
。

反
対
・
共
産
党　
使
用
料
お
よ
び
手
数
料

の
値
上
げ
、
自
衛
官
募
集
を
市
が
積
極

的
に
行
う
こ
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
す
る
事
業
、
市
民
に
有
事
を

あ
お
る
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
、
敬
老
祝
金
の
削

減
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
複
合
施
設

整
備
に
伴
う
保
育
所
の
統
合
、
同
和
関

連
事
業
、
学
校
も
教
師
も
生
徒
も
競
争

に
追
い
立
て
ら
れ
る
市
独
自
で
行
っ
て

い
る
学
力
テ
ス
ト
に
反
対
す
る
。

令
和
２
年
度
上
尾
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

反
対
・
共
産
党　
賦
課
限
度
額
の
基
礎
課

税
額
の
医
療
分
が
３
万
円
引
き
上
げ
ら

れ
た
。
こ
の
引
き
上
げ
で
４
３
５
世
帯

が
負
担
増
と
な
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

令
和
２
年
度
上
尾
市
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

反
対
・
共
産
党　
令
和
２
年
度
か
ら
８
割

軽
減
だ
っ
た
人
が
７
割
に
、
８
・
５
割

軽
減
だ
っ
た
人
が
７
・
75
割
に
引
き
下

げ
ら
れ
、
軽
減
率
の
引
き
下
げ
に
よ
っ

て
多
く
の
人
が
影
響
を
受
け
、
保
険
料

が
引
き
上
げ
と
な
る
。
高
齢
者
の
負
担

増
と
な
る
予
算
で
あ
る
こ
と
か
ら
反
対

す
る
。

市
長
の
給
料
及
び
副
市
長
の
給
料
の
減

額
支
給
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て反
対
・
無
会
派（
津
田
）　
市
長
・
議
長
の

ダ
ブ
ル
逮
捕
以
降
、
そ
の
後
の
上
尾
市

政
が
立
ち
直
ろ
う
と
し
て
い
た
矢
先
に

起
き
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
疑
惑
に
よ
り
、
市

民
の
市
政
へ
の
落
胆
は
計
り
知
れ
な
い

も
の
が
あ
る
。
今
後
の
行
政
へ
の
信
頼

回
復
に
対
し
て
の
決
意
を
身
を
切
る
こ

と
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
が
、
本
議
案
の

趣
旨
で
あ
る
と
考
え
る
。
内
容
の
再
考

を
求
め
反
対
す
る
。

上
尾
市
敬
老
祝
金
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

反
対
・
共
産
党　
少
な
い
年
金
で
暮
ら
す

高
齢
者
の
さ
さ
や
か
な
楽
し
み
を
冷
た

く
削
っ
た
。
市
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
推
進
し
て
い
る
が
、
民
生
委

員
が
高
齢
者
に
お
祝
い
金
を
届
け
て
お

り
、
地
域
で
つ
く
っ
て
き
て
い
る
安
心

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
も
減
少
さ
せ
る

こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

反
対
・
無
会
派（
津
田
）　
平
塚
サ
ッ
カ
ー

場
改
修
工
事
に
お
け
る
助
成
金
の
獲
得

は
必
ず
達
成
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
お

り
、
専
決
処
分
を
す
る
こ
と
は
あ
る
程

度
や
む
を
得
な
い
と
思
う
。
し
か
し
今

回
は
、
事
前
調
査
お
よ
び
見
積
り
依
頼

の
漏
れ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後

の
専
決
処
分
を
議
会
と
の
情
報
共
有
を

密
に
し
な
が
ら
適
切
に
行
っ
て
ほ
し
い

こ
と
か
ら
反
対
す
る
。

副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

賛
成
・
無
会
派（
小
川
）　

当
初
予
算
は
可

決
し
た
が
、
市
長
お
よ
び
副
市
長
の
給

料
の
減
額
条
例
は
否
決
さ
れ
た
。
こ
の

よ
う
な
大
変
な
状
況
で
あ
る
が
、
今
回

市
長
が
上
程
し
た
副
市
長
の
、
市
長
の

補
佐
役
と
し
て
の
活
躍
ぶ
り
と
、
今
後
、

市
長
が
ど
の
よ
う
に
先
頭
に
立
っ
て
市

政
運
営
に
当
た
っ
て
い
く
の
か
に
つ
い

て
期
待
を
し
賛
成
す
る
。

事
務
区
長
制
度
廃
止
に
伴
う
広
報
等
の

答　
購
入
引
換
券
の
交
付
申
請
を
し
た

方
は
７
５
７
７
人
で
、
申
請
率
は
約
30

％
で
あ
る
。

委
員　
申
請
率
が
低
い
が
、
全
国
的
に

そ
の
よ
う
な
傾
向
な
の
か
。

答　
近
隣
や
本
市
と
同
規
模
の
自
治
体

な
ど
に
１
月
末
時
点
で
調
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
高
い
と
こ
ろ
で
は
越
谷
市
が

42
％
、
低
い
と
こ
ろ
で
伊
奈
町
が
28
・

７
％
で
あ
っ
た
。
な
お
、
全
国
的
に
も

30
か
ら
40
％
ぐ
ら
い
で
推
移
し
て
い
る

状
況
の
よ
う
で
あ
る
。

〈
メ
モ
〉
令
和
２
年
度
は
東
小
学
校
に

災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
設
置
す

る
も
の
。

委
員　
災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を

〈
メ
モ
〉
当
初
の
販
売
見
込
み
を
下
回

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
た
た
め
、
減
額
計

上
を
す
る
も
の
。

委
員　
５
億
円
近
い
減
額
計
上
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

答　
国
か
ら
示
さ
れ
る
当
該
事
業
の
制

度
に
つ
い
て
、
当
初
、
未
確
定
な
部
分

が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
対
象
者
を
多

め
に
想
定
し
積
算
し
た
。
そ
の
後
、
対

象
者
を
抽
出
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

完
了
し
、
７
月
に
実
際
の
デ
ー
タ
を
取

り
込
ん
で
抽
出
し
た
と
こ
ろ
、
対
象
人

数
が
大
幅
に
減
少
し
た
。

委
員　
住
民
税
が
非
課
税
の
対
象
者
約

２
万
５
０
０
０
人
の
う
ち
、
ど
の
く
ら

い
の
方
が
申
請
を
し
た
の
か
。　

東
小
学
校
に
設
置
す
る
と
い
う
計
画
に

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
市
内
何

カ
所
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

答　
災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
公
共
下
水
道
区
域
全

体
で
35
カ
所
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
う

ち
今
年
度
末
ま
で
に
完
成
す
る
の
が
19

カ
所
と
な
る
。

委
員　
災
害
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
に

つ
い
て
は
、
市
長
も
防
災
、
減
災
に
非

常
に
力
が
入
っ
て
い
る
中
で
、
公
共
下

水
道
の
担
当
部
署
が
そ
れ
を
ア
ピ
ー
ル

し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

答　
こ
れ
ま
で
整
備
に
力
を
入
れ
て
き

て
お
り
、
県
内
で
も
か
な
り
上
位
の
設

置
状
況
で
あ
る
。
今
後
は
よ
り
一
層
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

平
成
31
年
度
上
尾
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）

反
対
・
共
産
党　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
は
、
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
１
人
１
台

の
端
末
が
子
ど
も
と
教
育
に
及
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て
の
研
究
や
検
証
が
十
分
行

わ
れ
て
い
な
い
中
で
、
拙
速
に
導
入
を

強
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
反
対

す
る
。
児
童
生
徒
の
フ
ッ
化
物
洗
口
は
、

安
全
管
理
上
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
反

対
す
る
。

た
の
か
。
ま
た
、
そ
の
協
議
過
程
の
中

に
市
長
本
人
は
い
た
の
か
。

答　
百
条
委
員
会
の
結
果
を
踏
ま
え
、

再
度
、
市
長
、
副
市
長
と
協
議
を
行
い

結
論
を
出
し
、
条
例
案
を
提
出
し
た
。

委
員　
百
条
委
員
会
で
は
、
会
食
を
行

っ
た
会
場
と
支
払
い
の
件
に
つ
い
て
、

他
の
証
人
か
ら
得
ら
れ
た
事
実
と
同
じ

質
問
を
し
た
が
、
市
長
は
証
言
拒
否
を

し
た
。
そ
の
事
に
つ
い
て
も
新
た
な
事

実
は
な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
た
と
い

う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
か
。

答　
証
言
拒
否
に
つ
い
て
は
、
提
出
し

た
記
録
の
う
ち
個
人
を
特
定
で
き
る
恐

れ
が
あ
る
部
分
は
非
公
開
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
百
条
委

員
会
の
設
置
目
的
外
で
あ
る
た
め
、
回

答
を
控
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
以

上
の
こ
と
か
ら
証
言
拒
否
は
管
理
監
督

責
任
と
別
と
考
え
て
い
る
。

市
長
の
給
料
及
び
副
市
長
の
給
料
の

減
額
支
給
に
関
す
る
条
例
は
否
決

　
本
条
例
案
に
つ
い
て
は
、
委
員
（
共

産
党
）
か
ら
市
長
の
給
料
の
減
額
期
間

を
、
３
カ
月
か
ら
12
カ
月
に
改
め
る
内

容
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
修
正

案
が
否
決
さ
れ
た
後
に
、
原
案
に
つ
い

て
採
決
し
た
結
果
、
本
条
例
案
は
賛
成

少
数
に
よ
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

本
会
議
で
も
同
様
の
修
正
案
（
提
出
者
：

総
務
、
都
市
整
備
消
防
、
文
教
経
済
、

健
康
福
祉
の
各
常
任
委
員
会
は
、
付
託

さ
れ
た
議
案
な
ど
を
審
査
し
ま
し
た
。

以
下
、
審
査
の
過
程
で
出
さ
れ
た
主
な

質
疑
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
メ
モ
〉
小
敷
谷
地
内
フ
ェ
ン
ス
ブ
ロ

ッ
ク
擁
壁
撤
去
・
新
設
工
事
に
お
け
る

不
適
正
な
事
務
執
行
の
管
理
監
督
責
任

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
市
長
は
３
カ

月
間
、
副
市
長
は
２
カ
月
間
の
給
料
を

そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
分
の
10
相
当
減
額
す

る
も
の
。
な
お
、
本
条
例
案
は
昨
年
の

９
月
定
例
会
で
も
提
案
さ
れ
た
が
否
決

と
な
っ
て
い
る
。

委
員　
昨
年
の
９
月
定
例
会
と
同
じ
内

容
で
提
案
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
に
は

百
条
委
員
会
や
監
査
請
求
な
ど
も
あ
っ

た
が
、
な
ぜ
ま
た
同
じ
内
容
な
の
か
。

答　
百
条
委
員
会
の
結
果
を
踏
ま
え
、

新
た
な
事
実
が
出
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

再
度
条
例
案
を
提
出
し
た
。

委
員　
新
た
な
事
実
が
な
い
と
認
定
す

る
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
な
協
議
を
行
っ

共
産
党
所
属
議
員
５
人
）
が
提
出
さ
れ
、

採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

※

本
会
議
の
採
決
状
況
は
11
ペ
ー
ジ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

〈
メ
モ
〉
敬
老
祝
金
を
贈
呈
す
る
対
象

者
と
敬
老
祝
金
の
額
を
改
め
る
も
の
。

委
員　
75
歳
を
ゼ
ロ
円
と
し
た
理
由
は
。

答　

75
歳
の
方
は
、
対
象
と
な
る
年
齢

で
は
一
番
若
い
の
で
、
非
常
に
対
象
者

が
多
く
、
今
後
も
増
え
て
い
く
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
75
歳
と
77
歳
の

対
象
が
近
い
こ
と
か
ら
外
す
こ
と
と
な

っ
た
。

委
員　
改
正
前
と
改
正
後
の
金
額
は
ど

の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

答　
総
額
で
、
改
正
前
は
６
１
１
６
万

円
、
改
正
後
は
４
１
８
５
万
円
と
な
る
。

な
お
、
対
象
者
は
改
正
前
の
６
５
９
４

人
か
ら
改
正
後
は
４
０
４
１
人
と
な
り
、

２
５
５
３
人
の
減
少
を
見
込
ん
で
い
る
。

委
員　
敬
老
祝
金
を
贈
呈
す
る
目
的
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
き
た
高
齢
者
を
敬
う

と
い
う
の
が
一
番
の
目
的
だ
と
考
え
て

い
る
。

委
員　
対
象
者
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
声

や
意
見
が
あ
る
の
か
。

答　
非
常
に
喜
ば
れ
て
い
る
一
面
も
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
事
業
は
も
う
や
め

た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意

見
も
あ
る
。

委
員　
県
内
の
他
市
な
ど
は
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
自
治
体
に
よ
っ
て
、
対
象
と
な
る

年
齢
や
贈
呈
額
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

な
お
、
商
品
券
と
い
う
形
で
贈
呈
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

事
業
を
廃
止
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

配
布
を
自
治
会
に
委
託
す
る
こ
と
を
求

め
る
請
願

反
対
・
彩
の
会　
請
願
の
内
容
は
、
約
１

年
前
か
ら
、
区
長
会
で
の
度
重
な
る
会

議
を
経
て
、
念
入
り
に
協
議
を
重
ね
結

論
が
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

出
さ
れ
た
結
論
を
、
こ
の
よ
う
に
請
願

の
形
で
市
議
会
が
関
与
す
る
こ
と
に
つ

い
て
疑
問
で
あ
る
。
多
く
の
区
長
が
協

議
し
て
き
た
経
緯
を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ

の
決
定
事
項
に
つ
い
て
は
尊
重
す
べ
き

も
の
と
考
え
反
対
す
る
。



　令和2年3月定例会では、上尾市議会初となる予算特別委員会を設置し、令和2年度一般
会計当初予算について審査を行いました。
　審査は２月27・28日、３月2・3・16日に部局ごとに説明を受け、詳細な質疑を行い、3月19
日に総括質疑・討論・採決を行いました。　
　以下、審査で出された質疑の中から主なものについてお知らせします。

　
問　

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

推
進
事
業
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
事

業
の
自
己
評
価
を
伺
い
た

い
。

　
答
　
こ
れ
ま
で
の
評
価

は
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
戦

略
の
計
画
期
間
が
令
和
2

年
度
で
終
了
す
る
予
定
で

あ
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

進
捗
状
況
を
確
認
し
、
全

体
的
な
評
価
が
出
て
く
る

と
考
え
て
い
る
。

　
問　

今
年
度
は
バ
ナ
ー

広
告
を
利
用
し
て
い
た
と

思
う
が
、
令
和
2
年
度
で

広
告
料
の
予
算
を
減
額
し

た
の
は
効
果
が
小
さ
か
っ

た
か
ら
な
の
か
。

　
答
　
令
和
2
年
度
は
、

バ
ナ
ー
広
告
と
は
別
の
ツ

ー
ル
を
利
用
す
る
予
定
で

あ
る
た
め
減
額
と
な
っ
た
。

新
た
な
ツ
ー
ル
の
一
つ
は
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
Ｃ
Ｍ
で

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ム
ー
ビ
ー
を
放
映
す
る
こ

と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、

リ
ス
テ
ィ
ン
グ
広
告
と
い

う
、
検
索
ワ
ー
ド
を
入
れ

た
と
き
に
広
告
を
表
示
す

る
も
の
で
あ
る
。

　
問　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ム
ー
ビ
ー
に
つ
い

て
は
、
新
た
に
作
成
す
る

の
か
。

　
答
　
平
成
31
年
度
に
作

成
し
た
も
の
を
活
用
す
る

予
定
で
あ
り
、
新
た
に
作

る
予
定
は
な
い
。

　

問　

台
風
な
ど
の
災
害

時
に
は
防
災
無
線
が
聞
こ

え
な
い
と
い
う
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
防

災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
っ
て
改
善
さ
れ
る

見
込
み
な
の
か
。

　
答
　
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ

り
、
ク
リ
ア
な
音
質
が
確

保
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　
問　

災
害
対
策
本
部
設

置
運
営
訓
練
の
内
容
は
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

　
答
　
総
合
防
災
訓
練
を

よ
り
実
践
的
な
内
容
に
す

る
た
め
の
見
直
し
を
図

る
。
災
害
時
に
職
員
が
ど

の
よ
う
に
し
て
連
絡
を
取

り
合
い
、
災
害
対
策
本
部

を
設
置
し
て
、
情
報
を
ど

の
よ
う
に
流
す
か
と
い
う

訓
練
を
行
う
。
令
和
2
年

度
は
水
害
を
想
定
し
た
訓

練
を
行
い
、
委
託
業
者
か

ら
意
見
や
報
告
書
な
ど
を

出
し
て
も
ら
う
予
定
で
あ

る
。

AGEO CITY No.194令和 2 年 5 月号 / 議会だより

▲シティプロモーションムービー

▲防災行政無線

予算特別
委員会
予算特別
委員会
予算特別
委員会

当初予算の
ここが聞きたい 開催開催

6

こ
れ
ま
で
の
評
価
と

　
　
今
後
の
展
開
は

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
推
進
事
業

広報広聴課

災
害
に
備
え
る

　
　
取
り
組
み

危機管理防災課

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
・

総
合
防
災
訓
練
実
施
事
業

し
ん
ち
ょ
く



▲改修後のコミュニティセンター
　完成イメージ（外観）

▲風しん予防接種のクーポン券など

AGEO CITYNo.194令和 2 年 5 月号 /議会だより
　
問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
改
修
工
事
に
伴

い
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

は
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
仮

移
転
す
る
と
い
う
が
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

改
修
後
は
、
ま
た
戻
る
の

か
。

　
答　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
本
来
の
機
能
で

あ
る
貸
館
機
能
を
充
実
さ

せ
る
た
め
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
は
戻
ら
ず
、

青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
仮
移

転
を
し
た
後
、
本
移
転
先

を
探
す
予
定
で
あ
る
。

　

　
問　

今
回
の
改
修
は
建

物
の
延
命
化
と
い
う
目
的

も
あ
る
と
思
う
が
、
耐
用

年
数
は
何
年
延
び
る
の
か
。

　
答　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

目
標
耐
用
年
数
は
約
60
年

と
言
わ
れ
て
お
り
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
令

和
25
年
に
耐
用
年
数
を
迎

え
る
。
そ
の
時
点
で
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
検
査
を
し
、

健
全
性
が
認
め
ら
れ
る
と
、

さ
ら
に
15
年
は
使
用
が
で

き
る
た
め
、
最
長
で
あ
と

38
年
利
用
が
可
能
と
考
え

る
。

　

問　

入
札
の
結
果
、
今

年
度
か
ら
民
間
の
学
習
塾

に
事
業
者
が
変
更
と
な
っ

た
と
聞
く
が
、
県
内
の
他

自
治
体
で
も
混
乱
や
参
加

者
が
減
少
、
生
活
支
援
の

部
分
で
の
問
題
が
生
じ
る

と
い
っ
た
事
例
が
あ
る
。

事
業
者
の
変
更
に
つ
い
て
、

話
し
合
い
や
対
応
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
る
か
。

　
答　
変
更
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
細
か
く
見
な

が
ら
、
漏
れ
の
な
い
引
継

ぎ
を
し
て
い
く
。

　

問　

学
習
支
援
だ
け
で

な
く
、
生
活
支
援
の
部
分

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
あ
る
い
は
そ
れ
以
上

を
保
障
す
る
た
め
に
、
仕

様
書
を
変
更
す
る
な
ど
、

き
ち
ん
と
生
活
支
援
が
担

保
さ
れ
る
と
い
う
の
を
ど

の
よ
う
に
保
障
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
学
習
支
援
教

室
で
新
た
に
増
え
る
会
場

は
ど
こ
か
。

　
答　
特
に
生
活
支
援
が

必
要
な
お
子
さ
ん
は
訪
問

な
ど
を
行
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
今
回
は
仕
様
書

の
中
に
、
相
談
支
援
と
い

う
こ
と
で
、
年
間
３
５
０

回
は
訪
問
や
E
メ
ー
ル
で

接
触
す
る
よ
う
、
記
載
し

て
い
る
。

　
な
お
、
新
し
い
会
場
は

平
方
地
域
に
あ
る
介
護
老

人
保
健
施
設
で
あ
る
。

　
問　

風
し
ん
の
抗
体
検

査
・
予
防
接
種
は
３
年
間

の
時
限
実
施
と
し
て
追
加

的
対
策
を
行
う
と
の
こ
と

だ
が
、
対
象
者
が
何
人
で
、

こ
れ
ま
で
風
し
ん
の
抗
体

検
査
・
予
防
接
種
を
受
け

た
人
が
何
人
か
。

　
答　
対
象
者
は
、
昭
和

37
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

男
性
で
、
市
内
で
は
約
３

万
人
を
想
定
し
て
い
る
。

平
成
31
年
度
は
、
昭
和
47

年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
54

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
、

約
１
万
３
０
０
０
人
を
対

象
と
し
た
。
接
種
に
関
し

て
は
、
12
月
接
種
分
ま
で

で
、
抗
体
検
査
を
行
っ
た
人

が
約
１
５
０
０
人
、
予
防

接
種
を
実
施
し
た
人
が
約

３
０
０
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
問　

今
年
度
対
象
と
し

た
人
が
ま
だ
検
査
や
接
種

を
行
っ
て
い
な
い
場
合
の

対
応
は
。

　
答　
再
勧
奨
を
行
い
、

抗
体
検
査
と
接
種
が
で
き

る
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
す

る
予
定
で
あ
る
。

7

改
修
工
事
に
伴
う

　
　
影
響
と
改
修
後

市民協働推進課
・消費生活センター

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

大
規
模
改
造
事
業

業
者
の
変
更
に
よ
る

混
乱
が
な
い
よ
う
に

子ども支援課

ひ
と
り
親
家
庭
・
生
活
困
窮
者
等

学
習
支
援
事
業

風
し
ん
の
抗
体
検
査
・
予
防
接
種

の
対
象
と
未
接
種
者
へ
の
対
応

健康増進課

予
防
接
種
事
業



▲上尾産トマトの販売

▲河川監視カメラ
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問　

上
尾
に
は
ど
の
く

ら
い
ト
マ
ト
に
力
を
入
れ

て
い
る
農
家
が
あ
る
の
か
。

ま
た
、
ト
マ
ト
・
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
の
会
場
と
出
演
者

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
答　
市
内
に
は
お
よ
そ

10
軒
の
ト
マ
ト
農
家
が
あ

る
。
ト
マ
ト
・
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
で
は
、
司
会
者
の

い
る
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
の

よ
う
な
も
の
を
企
画
し
て

い
る
。
会
場
は
、
シ
ョ
ー

サ
ン
プ
ラ
ザ
の
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ト
を
予
定
し
て
お
り
、

施
設
管
理
者
と
協
議
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

問　

ト
マ
ト
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
開
催
は
、
ト

マ
ト
農
家
か
ら
要
望
が
あ

っ
た
の
か
。
本
市
も
北
本

市
と
同
じ
よ
う
に
ト
マ
ト

を
P
R
し
て
い
き
た
い
と

い
う
考
え
な
の
か
。

　
答　
平
成
31
年
度
に
上

尾
駅
の
改
札
口
で
ト
マ
ト

市
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、

非
常
に
好
評
で
１
、
２
時

間
ほ
ど
で
用
意
し
た
ト
マ

ト
が
完
売
に
な
っ
た
。

　
本
市
の
ト
マ
ト
農
家
は

直
売
形
式
な
の
で
、
各
農

家
の
Ｐ
Ｒ
が
難
し
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
市
と
若
手
ト

マ
ト
施
設
農
家
の
団
体
と

話
し
合
っ
た
中
で
、
ト
マ

ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

企
画
に
至
っ
た
。
北
本
市

の
場
合
、
６
次
産
業
化
と

し
て
ト
マ
ト
の
加
工
品
を

製
造
し
て
い
る
が
、
本
市

で
す
ぐ
に
実
施
す
る
と
な

る
と
難
し
い
。
施
設
農
家

の
団
体
と
検
討
会
議
の
中

で
、
６
次
産
業
化
と
い
う

話
も
出
て
い
る
の
で
、
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

地
下
道
に
カ
メ
ラ

を
２
台
つ
け
る
と
の
こ
と

だ
が
、
設
置
場
所
は
ど
こ

か
。
ま
た
河
川
監
視
カ
メ

ラ
と
同
様
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
の
か
。

　
答　
カ
メ
ラ
の
設
置
場

所
は
小
敷
谷
吉
田
通
線
の

地
下
道
と
、
小
敷
谷
向
山

線
地
下
道
で
あ
る
。
カ
メ

ラ
の
映
像
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
予
定
で
あ
る
。

　

問　

河
川
の
監
視
カ
メ

ラ
は
、
令
和
元
年
の
台
風

第
19
号
の
際
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
作
動
し
て
い
な
か

っ
た
。
そ
の
原
因
究
明
と

対
策
は
終
わ
っ
て
い
る
の

か
。

　
答　
台
風
第
19
号
の
と

き
に
一
時
的
に
４
つ
あ
る

河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
う
ち

の
一
つ
、
鎌
倉
橋
に
設
置

さ
れ
て
い
る
カ
メ
ラ
の
映

像
が
非
常
に
映
り
に
く
い

状
況
に
な
っ
た
。
ア
ク
セ

ス
が
集
中
し
た
た
め
、
カ

メ
ラ
の
映
像
を
見
よ
う
と

し
て
も
約
１
分
半
か
ら
２

分
ほ
ど
の
時
間
を
要
し
た

と
い
う
こ
と
で
、
す
ぐ
見

た
か
っ
た
人
に
対
し
て
は

情
報
と
し
て
提
供
で
き
な

か
っ
た
。
現
在
は
、
そ
の

点
に
つ
い
て
改
良
を
加
え

た
の
で
、
ア
ク
セ
ス
が
集

中
す
る
こ
と
に
対
し
て
は

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

問　

以
前
か
ら
フ
ッ
化

物
洗
口
の
話
は
出
て
い
た

が
、
今
回
、
こ
の
事
業
を

新
規
で
取
り
組
む
こ
と
と

し
た
理
由
は
。

　
答　
フ
ッ
化
物
洗
口
の

全
校
実
施
の
理
由
は
大
き

く
３
点
あ
る
。
１
点
目
は

学
校
歯
科
保
健
を
充
実
さ

せ
た
い
と
い
う
こ
と
、
２

点
目
は
、
フ
ッ
化
物
洗
口

が
、
虫
歯
予
防
に
対
し
て

効
果
的
で
あ
る
と
い
う
こ

と
、
３
点
目
は
、
歯
科
保

健
の
各
学
校
間
の
取
り
組

み
に
差
が
あ
る
た
め
、
平

準
化
を
し
た
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

問　

フ
ッ
素
自
体
は
劇

薬
と
聞
い
て
い
る
が
、
長

期
間
に
わ
た
り
摂
取
す
る

量
な
ど
に
つ
い
て
保
護
者

に
は
説
明
さ
れ
る
か
。

　
答　
埼
玉
県
歯
科
医
師

会
な
ど
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

よ
れ
ば
、
体
重
30
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
児
童
の
場
合
、
週

１
回
の
う
が
い
で
は
、
17

人
分
以
上
を
一
度
に
飲
ま

な
い
と
フ
ッ
化
物
の
急
性

中
毒
状
態
に
な
ら
な
い
と

さ
れ
て
い
る
。
歯
科
医
師

会
か
ら
も
、
安
全
性
に
つ

い
て
は
心
配
な
い
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
導
入
に
当

た
っ
て
は
、
保
護
者
説
明

会
で
学
校
歯
科
医
を
招
き
、

指
導
し
て
も
ら
い
、
体
験

し
な
が
ら
丁
寧
に
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

希
望
し
な
い
家
庭
は
実
施

し
な
く
て
も
い
い
と
い
う

こ
と
で
進
め
て
い
き
た
い
。

8

豪
雨
時
の
地
下
道
や
河
川
の

状
況
を
カ
メ
ラ
で
監
視

道路課・河川課

地
下
道
ポ
ン
プ
設
備
等
管
理
事
業
・

河
川
監
視
カ
メ
ラ
管
理
事
業

全
小
・
中
学
校
で

フ
ッ
化
物
洗
口
実
施

学校保健課

学
校
健
康
診
断
及
び

健
康
管
理
事
業

上
尾
市
の
　

ト
マ
ト
を
P
R

農政課

ト
マ
ト・フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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総括質疑総括質疑
総括質疑では、部局横断的な内容や、大局的な内容
について、各会派からの代表となる委員（会派に所
属しない議員も含む）が１名ずつ市長などに対し質
疑を行いました。ここでは一部抜粋して掲載します。

　本庁舎や市の施設におけるテレビの設置台数
は。また、必要のないBS放送の契約を解除すれば
予算削減ができると考えるが、契約状況は。     

答　テレビの設置台数は、令和２年４月１日時
点で、合計1040台となる。設置場所は、本庁舎
32台、保育所15台、消防関係17台、小・中学校
875台、公民館などその他の施設で101台とな
る。令和2年度のBS受信料の支払い対象となっ
ているものは１台のみで、BS放送設備を設置
した経緯は不明であるが、現状を踏まえ、令和
２年度中にBSアンテナ設備を撤去し、解約予
定である。

無会派（佐藤）

　コンプライアンス推進事業について、トップ
の意識が現場の意識につながると考えるが、コ
ンプライアンスに対する見解は。

答　これまでの事件を受け、職員のコンプライ
アンス、市政の在り方が問われていると認識し
ている。本定例会で上程した職員倫理条例は、本
市がこれからの市政運営に向けて一歩踏み出す
ための、ひとつのシンボルとなるものであり、今
後、同じようなことを繰り返さないためにも、本
条例に基づき、職員のコンプライアンス意識の
徹底を図るよう、認識を共有していきたい。

公明党
　丸山公園大池のかいぼりでは外来種の駆除を
行ったが、学術的に評価されるものだけ残すのでは
なく、市民の憩いの場としての公園を目指してほし
い。かいぼりにおける生き物処分の状況は。

答　かいぼりにより水辺の再生をするために
は、外来種の駆除は避けられないものと考えて
いる。かいぼりイベントで捕獲した外来種は魚
粉飼料会社に12月末に引き渡し、飼料とした。
また、事前調査や日干し期間中の作業で捕獲し
た外来種は、園内の管理地に埋葬した。

無会派（秋山）

彩の会

　西上尾第一保育所・第二保育所について、耐
震診断・改修はしないという方針の詳細と、今
後の方針は。

答　しらこばと保育所の耐震診断結果を受け
て、西上尾第一保育所・第二保育所においても、
短期間で耐震性の有無を確認する方法がある
かを検討した上で方針を示したい。しらこば
と保育所の耐震診断結果に伴う方針により、
短期間で上平保育所へ児童の移動をお願いし
たことで、利用者に大変な不安や心配を与え
てしまった。市としては引き続き、安全・安
心な保育を提供できるよう対応していきたい。

政策・市民の声
　放課後児童健全育成事業について、現在でも
学校敷地内に設置されていない公設学童保育所
が22校中５校ある。喫緊の課題として、市長部
局と教育委員会との壁を越えて計画を立て、着
手すべきと考えるが見解は。

答　学童保育所の整備については、児童数の
推移を踏まえ転用可能教室の活用について検討
し、部局を横断し協議していく。

共産党

　児童虐待は全国でも近隣自治体でも悲惨な事
件が起こり、大きな問題となっているが、児童虐
待対策事業の予算を昨年より減額した理由は。

答　予算の減額については、子育て相談を行っ
ている相談員に対する謝礼の実績を踏まえて計
上したものであり、相談体制の変更はない。な
お、市民向けの啓発の経費については増額して
いる。

9
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議案第２号
議案第３号
議案第４号

議案第５号

議案第６号

議案第７号
議案第８号
議案第９号
議案第10号
議案第11号
議案第12号
議案第13号
　
議案第14号
　
議案第15号
　
議案第16号
　
議案第17号
　
議案第18号
　
議案第19号
　
議案第20号
　
議案第21号
　
議案第22号
　
議案第23号
議案第24号
　
議案第25号
　
議案第26号

平成３１年度上尾市一般会計補正予算（第７号）
平成３１年度上尾市一般会計補正予算（第８号）
平成３１年度上尾市国民健康保険特別会計補正
予算（第２号）
平成３１年度上尾市介護保険特別会計補正予算
（第４号）
平成３１年度上尾市後期高齢者医療特別会計補
正予算（第１号）
令和２年度上尾市一般会計予算
令和２年度上尾市国民健康保険特別会計予算 
令和２年度上尾市介護保険特別会計予算
令和２年度上尾市後期高齢者医療特別会計予算
令和２年度上尾市水道事業会計予算
令和２年度上尾市公共下水道事業会計予算
上尾市表彰審査会条例の一部を改正する条例の
制定について
上尾市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部
を改正する条例の制定について
上尾市監査委員に関する条例の一部を改正する
条例の制定について
上尾市老人ホーム入所判定委員会条例の制定に
ついて
上尾市認知症初期集中支援チーム検討委員会条
例の制定について
上尾市地域包括ケアシステム推進協議会条例の
制定について
上尾市成年後見制度利用促進審議会条例の制定
について
上尾市予防接種健康被害調査委員会条例の制定
について
上尾市多文化共生推進計画策定委員会条例の制
定について
上尾市立小・中学校通学区域審議会条例の制定
について
上尾市職員倫理条例の制定について
上尾市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する
条例の一部を改正する条例の制定について
市長の給料及び副市長の給料の減額支給に関す
る条例の制定について
上尾市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

◎市長提出議案（37件）
議案第27号
　　　　　
　
議案第28号
　
議案第29号
　
議案第30号
　　　　　
　
議案第31号
議案第32号
　
議案第33号
議案第34号
議案第35号
議案第36号
議案第37号
議案第38号

議第１号議案
　
議第２号議案
　
議第３号議案
議第４号議案

議第５号議案
　
議第６号議案
　
議第７号議案
　
議第８号議案
　

請願第１号
　
請願第２号

◎議員提出議案（８件）

上尾市放課後児童健全育成事業の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条
例の制定について
上尾市敬老祝金条例の一部を改正する条例の制
定について
上尾市が管理する市道の構造等の基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定について
上尾市水道事業の設置等に関する条例及び上尾
市公共下水道事業の設置等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について
損害賠償の額を定め、和解することについて
専決処分の承認を求めることについて【平塚サ
ッカー場改修工事請負契約の一部変更】
市道路線の認定について
公平委員会委員の選任について
財産の取得について【小学校教師用指導書】
財産の取得について【小学校教師用指導書】
財産の取得について【小学校デジタル教科書】
副市長の選任について

中高年のひきこもりに対する実効性ある支援と
対策を求める意見書
選択的夫婦別姓制度について国会審議を求める
意見書
消費税率５％への引き下げを求める意見書
後期高齢者の医療費窓口負担の現状維持を求め
る意見書
ＩＲ関連法を廃止し、カジノ疑惑の徹底究明を
求める意見書
中東への自衛隊派遣の見直しと撤退を求める意
見書
屋内50メートルプール及びスポーツ科学拠点
施設の誘致を求める決議
新型コロナウイルス感染症対策の強化拡充等を
求める意見書

国会での「憲法改正発議」を慎重に取り扱うよう
求める意見書の提出を求める請願
事務区長制度廃止に伴う広報等の配布を自治会
に委託することを求める請願

令和２年３月定例会提出議案・請願などとその結果 ※詳しくは市議会ホームページの
　「議案」をご覧ください。

◎請願（２件）

3
月
定
例
会
の
動
き

3
月
定
例
会
の
動
き

２
月
20
日開

会
、
市
長
提
出
議
案
の
上

程
お
よ
び
説
明

本
会
議

２
月
26
日提

出
議
案
に
対
す
る
質
疑
、

議
案
第
２
号
の
討
論
、
採
決
、

予
算
特
別
委
員
会
の
設
置
、

委
員
会
付
託

予
算
特
別
委
員
会

本
会
議

委
員
会

２
月
27
・
28
日
、
３
月
２
日

予
算
特
別
委
員
会

委
員
会

３
月
３
日議

事
日
程
の
変
更

予
算
特
別
委
員
会

本
会
議

委
員
会

３
月
23
日委

員
長
報
告
、討
論
、採
決
、追
加

提
出
議
案
の
上
程
お
よ
び
説
明
、討

論
、採
決
、議
員
提
出
議
案
の
上

程
、採
決
、政
治
倫
理
条
例
制
定
特

別
委
員
会
の
設
置
、閉
会

政
治
倫
理
条
例
制
定
特
別
委
員
会

本
会
議

委
員
会

３
月
16
日予

算
特
別
委
員
会

委
員
会

３
月
17
日総

務・都
市
整
備
消
防
常
任
委
員
会

委
員
会

３
月
18
日文

教
経
済・健
康
福
祉
常
任
委
員
会

委
員
会

３
月
19
日予

算
特
別
委
員
会

委
員
会
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議案
（請願）
番号

議決
結果

議案第 3 号
議案第 7 号
議案第 8 号
議案第 10 号
議案第 25 号
（ 修 正 案 ）
議案第 28 号
議案第 32 号
（附帯決議案）
請願第 １ 号
請願第 ２ 号
（継続審査の動議）
議第2号議案
議第3号議案
議第4号議案
議第5号議案
議第6号議案

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案否決
否 決
原案可決
承 認
可 決
不 採 択
不 採 択
否 決
原案可決
原案否決
原案否決
原案否決
原案否決

田
島
　

純

原
田
嘉
明

尾
花
瑛
仁

新
道
龍
一

田
中
一
崇

星
野
良
行

大
室
　

尚

渡
辺
綱
一

深
山
　

孝

樋
口
　

敦

荒
川
昌
佑

矢
口
豊
人

海
老
原
直
矢

鈴
木
　

茂

浦
和
三
郎

井
上
　

茂

轟
　

信
一

新
藤
孝
子

戸
口
佐
一

池
田
達
生

平
田
通
子

井
上
智
則

戸
野
部
直
乃

前
島
る
り

長
沢
　

純

道
下
文
男

津
田
賢
伯

佐
藤
恵
理
子

小
川
明
仁

秋
山
か
ほ
る

○

○

○

○

×

×

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

×

×

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

×

×

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

×

×

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

×

×

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

×

×

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

×

×

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

×

×

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

×

○

○

○

×

■

○

○

×

×

×

×

○

○

○

○

○

×

○

○

○

×

■

○

○

×

×

×

×

○

○

○

○

○

×

○

○

○

×

×

○

○

×

×

×

×

○

○

○

○

○

×

○

○

○

×

■

○

○

×

×

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

■

○

○

×

×

×

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

×

×

○

○

×

×

×

×

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

■

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

×

×

○

×

○

×

×

×

×

○

○

○

○

×

×

○

○

×

×

○

×

○

×

×

×

×

○

○

○

○

×

×

○

○

×

×

○

×

○

×

×

×

×

○

○

○

○

×

×

○

○

×

×

○

×

○

×

×

×

×

○

○

○

○

×

×

○

○

×

×

○

×

○

×

×

×

×

○

○

○

○

×

×

○

×

○

×

×

×

○

×

×

×

×

○

○

○

○

×

×

×

×

○

○

×

×

○

×

×

×

×

○

○

○

○

×

×

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

○

×

×

○

×

×

×

○

○

○

×

×

○

○

○

○

○

議　

長

彩の会 政策・市民の声 共産党 無会派公明党

　３月２日、新型コロナウイルスに関わる３月定例会の日程について全員協議会を行いました。こ
れは同日に行われた議会運営委員会において、休会することは全議員に関わる事であるため、そこ
で意見を求めるべきとの意見が出され、議会運営委員会を休憩し、全員協議会を開催したものです。

　３月２日、市議会では「上尾市議会新型コロナウイルス対策支援本部」を設置しました。新型コ
ロナウイルス感染症の拡大を防止し、市民の皆様の安全・安心確保のため、市当局と連携し取り組
んでいきます。

上尾市議会新型コロナウイルス対策支援本部を設置しました

全員協議会を開催全員協議会を開催

　「事務区長制度廃止に伴う広報等の配布を自治会に委託することを求める請願」について、長き
にわたって続いてきた区長制度からの移行により生まれる課題がある。議会としても当事者であ
る団地自治会や区長会の方々から意見聴取をするとともに、同じように制度の移行を行う自治体
の例などを調査することが必要であることなどを理由に、政策・市民の声他、所定の賛成者から、
委員会に再付託の上、閉会中の継続審査とすることを求める動議が提出されましたが、採決の結果、
賛成少数で否決されました。

継続審査を求める動議が提出継続審査を求める動議が提出 （請願第２号）継続審査を求める動議が提出継続審査を求める動議が提出 （請願第２号）（請願第２号）

◎本議会において賛否が分かれた議案・請願など ※一覧に掲載されていない議案は、全会一致で可決。
※○＝賛成　×＝反対　■＝退席 ※議長は採決に加わりません。
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左から畠山市長、JR東日本高崎支社長、大室議長

『政治倫理条例制定特別委員会』
を設置しました

『政治倫理条例制定特別委員会』
を設置しました

　３月定例会最終日の３月23日に、市議会議員が
市民全体の代表者として、高い倫理観と品位の保
持および識見の向上に努めることを具体化し、遵
守すべき政治倫理に関し必要な事項を定めること
を目的に、特別委員会を設置しました。これまでの
議会改革特別委員会での協議を引き継ぎ、今回、政
治倫理条例に関することに特化した特別委員会を
設置し、条例の制定を目指します。

政治倫理条例制定特別委員会

29人（議長を除く全議員）

星野良行

平田通子、道下文男、浦和三郎

令和 2年６月定例会の閉会日まで

名 称

委員の定数

委 員 長

副委員長

調査期限

⇒議会事務局
(☎775-9467)

議会だより声の

　視覚に障害のある人に、
『あげお議会だより』の内容
をCD(デイジー方式)に録音し
た「声の議会だより」を無料
で貸し出しています。市内在
住で希望する人は、議会事務
局までご連絡ください。研修会の様子

　２月４日、元全
国都道府県議会議
長会議事調査部長・
鵜沼信二氏を講師
に迎え、「地方議会・
議員に求められる
役割と議会活動に
おける自己統制（コ

ンプライアンス）について」と題し、研修会を開催しました。
地方議会と議会の役割を再認識するとともに、議員に求められ
るコンプライアンスについてさまざまな角度から理解を深める
ことができました。

議員研修会を開催    議員研修会を開催    

う ぬ ま　し ん じ

　２月14日に、上尾市鉄道輸送力増強推進協議会（会
長：畠山市長、副会長：大室議長）は、高崎線および
宇都宮線の増発や通勤快速全ての便を上尾駅および東
大宮駅に停車すること、始発繰り上げおよび終発繰り
下げなどに関する要望書を、JR東日本高崎支社に提出
しました。当日は、当市の現状を踏まえた要望・意向
をJR側へ伝えました。

JR東日本へ、高崎線・宇都宮線の増発など
に関する要望活動を行いました
JR東日本へ、高崎線・宇都宮線の増発など
に関する要望活動を行いました

も し て い ま すこ なん 動活
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　市議会は、３月定例会で「屋内50メートルプール及びスポーツ科学拠点
施設の誘致を求める決議」を全会一致で可決しました。
　市議会は、３月定例会で「屋内50メートルプール及びスポーツ科学拠点
施設の誘致を求める決議」を全会一致で可決しました。

以上決議する。

記

令和２年３月23日 上　尾　市　議　会

１　アスリートのみならず多くの県民が利用できる「屋内50メートルプール」を、多くの
　　スポーツ関連施設が集積している上尾運動公園・さいたま水上公園内に整備すること

２　アスリートのみならず多くの県民が利用できる「スポーツ科学拠点施設」を、多くのスポーツ
　　関連施設が集積している上尾運動公園・さいたま水上公園内又は近郊に整備すること

３　「さいたま水上公園」を、にぎわいの創出ができる拠点となるよう再整備を兼ねたリニューア
　　ルに向けて検討すること

　さいたま水上公園は、埼玉県の施設として昭和46年７月にオープンして以来、埼玉県民にとって
人気のスポットとなり、平成、令和と時代が移り行く中においても、市民・県民にとって大切な憩い
の場となっている。
　現在、埼玉県スポーツ推進計画の中では、「スポーツがつくる活力ある埼玉」を基本理念として、
「スポーツ参画人口の拡大」、「子どものスポーツ活動の充実」、「スポーツを通じた地域の活性化」、
「世界に羽ばたくトップアスリートの輩出」を施策に掲げ、計画を推進している。
　特に、「スポーツ参画人口の拡大」の施策においては、屋内50メートルプール整備の推進が位置づ
けられており、国内の主要大会を誘致できる屋内50メートルプールの整備は、健康長寿社会の実
現、スポーツを通じた地域活性化、経済活性化にもつながり、スポーツを通じた埼玉県の更なる魅
力アップにつながる大事業である。
　屋内50メートルプールが、上尾運動公園・さいたま水上公園内に整備され、さらに県内アスリー
トに対してスポーツ科学による支援を受けられるスポーツ科学拠点施設が併設されることになれ
ば、スポーツ都市宣言を掲げ、健康で活力に満ちたスポーツ活動を推進している上尾市にとって、
またとない地域振興のチャンスである。
　よって、本市議会は、屋内50メートルプール及びスポーツ科学拠点施設の整備について、下記の
とおり埼玉県に強く求める。

屋内50メートルプール及びスポーツ科学拠点施設の誘致を求める決議

屋内50メートルプール
誘致などに関する決議を可決
屋内50メートルプール
誘致などに関する決議を可決
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彩の会
深山　孝

●公共施設マネジメントについて
●行財政課題について
●都市基盤整備について 一

般
質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、議
事

日
程
の
変
更
が
行
わ
れ
、3
月
10・11・12・16・
17
日
に
予
定
し
て
い
た

一
般
質
問
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。こ
こ
で
は
、一
般
質
問
を
予
定
し

て
い
た
議
員
と
質
問
項
目
を
掲
載
し
ま
す
。　

※掲載は通告順です。

公明党上尾市議団
井上　智則

●上平保育所周辺の安全対策について
●地域猫活動の課題について
●水上公園の整備について

彩の会
星野　良行

●新型コロナウイルスへの感染対策
　について
●屋内５０メートルプール誘致
　について

政策・市民の声
浦和　三郎

●道路行政について
●地域包括ケアシステムについて
●オーストラリアの山火事について
●保育行政について

公明党上尾市議団
道下　文男

●通学路安全対策について
●入札制度について
●行政経営について

政策・市民の声
海老原　直矢

●しらこばと保育所と上尾市における
　保育のあり方について
●多様な保育と働き方について
●困難を抱える子どもたちの支援について
●ダイバーシティ施策について
●自然環境保護について

政策・市民の声
井上　茂

●保育行政について
●学童保育所について
●ＳＤＧｓについて

政策・市民の声
鈴木　茂

●図書館・ブロック塀問題から上尾市政
　を考える
●日本語を母語としない児童・生徒
　への支援について

公明党上尾市議団
戸野部　直乃

●荒川無堤防区間解消に向けて
●市における幼児教育の展望について
●性的マイノリティの行政課題
●大規模商業施設設置に係る周辺整備
　について

公明党上尾市議団
前島　るり

●国の交付税を活用した給付型奨学金で
　若者の定住促進を
●奨学金の利息補助で若者支援と定住促進を
●若者の居場所作りと就労支援について
●要支援者やペットの避難を含む避難所の課題について
●大雨による浸水被害の対策の進捗状況

予定
されていた 



３月16日分 ３月12日分３月17日分

彩の会
原田　嘉明

無会派
津田　賢伯

●市政の透明化について
●こども医療費助成について
●防犯について
●防災について　　

無会派
佐藤　恵理子

政策・市民の声
樋口　敦

●2020年東京オリンピック・
　パラリンピックについて
●18歳までのこども医療費無償化
　について
●借地空閑地（地域の広場）について
●平塚サッカー場の専決処分について

政策・市民の声
荒川　昌佑

●児童虐待について
●ゴミ行政について
●ハザードマップについて

●防災、災害対応について
●公共交通の充実について
●自治会制度移行について

日本共産党上尾市議団
平田　通子

日本共産党上尾市議団
轟　信一

日本共産党上尾市議団
池田　達生

●「放置」自転車問題と駅周辺の
　街づくりについて
●学校給食費無償化と補助制度について
●市民に親しまれる公園づくりについて
●市民に開かれた市政へ

日本共産党上尾市議団
戸口　佐一

●ジェンダー平等の社会を
●こどもが大切にされる上尾市に
●ぐるっとくん・公共交通の充実を

●平方・小敷谷・壱丁目地域の街づくり
　について
●災害に強い上尾市を

日本共産党上尾市議団
新藤　孝子

●いのちと健康を守る国民健康保険
　について
●感染症から市民を守るための
　保健機関の役割について
●安心して地域で暮らすために

政策・市民の声
矢口　豊人

●水上公園・運動公園の今後のあり方
　と、スポーツ医科学拠点施設・屋内
　50ｍプールの誘致について
●いじめ対策と若年層の自殺防止について
●防災対策・救急医療について
●学校給食の公会計化と無償化について
　

無会派
小川　明仁

●市民の健康と口腔保健について
●若年性認知症について
●行政課題について

無会派
秋山　かほる

彩の会
田島　純

15

●防犯について
●高齢者の支援について
●道路について
●観光誘致について
●障害者支援について

●上尾市の地域公共交通の取り組み
　について
●市職員のワークライフバランス・
　生産性向上の取り組みについて
●「イオンモール上尾」開業
　（2020年秋）に伴う影響について

●市政の基本方針と住民サービスの
　変化について
●老後も安心して住み続けられる
　政策について
●市の防災対策について

●地域コミュニティーの充実を
●選挙における投票率引き上げを
●しらこばと保育所の移転問題

こうくう

AGEO CITYNo.194令和 2 年 5 月号 /議会だより
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委員会活動 R２.１.16 ～ R２.４.15
6月定例会日程（案）

開会
質疑、委員会付託
委員会
（総務、都市整備消防）
委員会
（文教経済、健康福祉）

一般質問
閉会

６月８日
11日
12日

15日

26日

※開議時間は午前9時30分を予定
　しています。

＊6月定例会は、6月8日
  （月）に開会予定です。 

　請願、陳情、要望の提出
期限は、６月２日（火）
までとなります。
　上尾市議会ではイン
ターネットを利用した議
会中継（ライブおよび録
画）を行っております。
　詳しくは、議会事務局
（☎775-9467）へお問い
合わせください。

委 員 長
副委員長
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員

矢 口　豊 人
戸 口　佐 一
田 島　　純
原 田　嘉 明
轟　　信 一
井 上　智 則
樋 口　　敦
戸野部直乃

上尾市議会HPアドレス

議会報編集委員会

http://www.city.ageo. 
　  lg.jp/site/shigikai/

『議会だより』は再生紙を使用しています

◆中高年のひきこもりに対する実効性ある支援と対策を求める意見書
提出先⇒内閣総理大臣　総務大臣　厚生労働大臣　衆議院議長　参議院議長

◆選択的夫婦別姓制度について国会審議を求める意見書
提出先⇒内閣総理大臣　総務大臣　法務大臣　衆議院議長　参議院議長

提出先⇒内閣総理大臣　財務大臣　厚生労働大臣　経済産業大臣　衆議院議長　参議院議長
◆新型コロナウイルス感染症対策の強化拡充等を求める意見書

３月定例会最終日の３月23日、議員提出議案として意見書７件を提出し、
３件を可決しました。可決した意見書の件名と提出先は次のとおりです。

－意見書３件を原案可決－

月・日 案　　　　件委 員 会 名
総務常任委員会 3/17

3/18

3/17

2/12

3/18

1/17
3/23

文 教 経 済
常 任 委 員 会

議会運営委員会

・３月定例会提出議案8件、請願2件を審査

・３月定例会提出議案4件を審査

・３月定例会提出議案6件を審査

・所管事務調査「しらこばと保育所、上平保育所
の今後の対応について」

・「あげお議会だよりNo.193」の内容について協議
・「あげお議会だよりNo.194」の内容について協議

・３月定例会提出議案15件を審査

・議会運営について協議（協議回数17回）

都 市 整 備 消 防
常 任 委 員 会

2/4～
3/23

健 康 福 祉
常 任 委 員 会

3/23
・正副委員長の互選、調整会議の設置、議会
改革特別委員会におけるこれまでの協議結
果、今後の日程について

政治倫理条例制定
特 別 委 員 会

議 会 報
編 集 委 員 会

2/26
2/27

2/28
3/2

3/3
3/16
3/19

・正副委員長の互選
・部局別審査（市長政策室、行政経営部、総務部、
出納室、選挙管理委員会事務局、監査委員事務
局、市民生活部）
・部局別審査（子ども未来部、健康福祉部）
・部局別審査（環境経済部、農業委員会事務局、
　都市整備部、上下水道部）
・部局別審査（消防本部）
・部局別審査（教育総務部、学校教育部）
・総括質疑、討論、採決

予算特別委員会

AGEO CITY No.194令和 2 年 5 月号 / 議会だより

▲上平保育所の視察
　（健康福祉常任委員会）

▲都市整備消防常任委員会の審査
17～19日、22・23日


